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凡
例

※
1　

古
文
字
學
に
關
係
す
る
論
著
の
う
ち
、
二
〇
一
五
年
に
紙
媒
體
で
發
行
さ

れ
た
日
本
語
及
び
中
國
語
の
單
著
で
、
か
つ
基
本
的
に
先
秦
期
の
出
土
文
獻
を

扱
っ
た
も
の
を
集
め
た
。
な
お
、
担
當
人
員
の
不
足
に
よ
り
、
論
考
の
部
は
暫

時
停
止
中
で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
と
し
て
、
紙
媒
體
あ
る
い
は
電
子
媒
體
の
發

掘
簡
報
・
論
考
等
で
公
表
さ
れ
た
新
出
資
料
を
紹
介
す
る
「
新
公
表
の
出
土
文

獻
」
の
部
を
設
け
て
い
る
。

※
2　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、『
東
方
』（
東
方
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
五
〜

二
〇
一
六
年
發
行
分
）
及
び
東
方
書
店
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.toho-

shoten.co.jp/

）
を
參
照
し
た
。

※
3　

分
類
の
う
ち
「
そ
の
他
」
は
、
錢
幣
・
璽
印
・
石
鼓
文
な
ど
、
甲
骨
文
・

金
文
・
戰
國
簡
帛
の
分
類
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
、
秦
漢
代
の
出
土
文
獻
を

扱
っ
た
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
と
目
さ
れ
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。

※
4　

分
類
の
う
ち
「
古
文
字
總
合
」
は
、
甲
骨
文
と
金
文
な
ど
複
數
種
の
出
土

文
獻
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
主
か
判
定
し
が
た
い
も
の
で

あ
る
。

※
5　

分
類
の
う
ち
「
研
究
動
向
」
は
、
古
文
字
學
の
研
究
を
回
顧
し
た
も
の
や

最
新
の
動
向
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。

※
6　

分
類
の
う
ち
「
專
門
誌
・
論
文
集
」
は
、
古
文
字
學
・
出
土
文
獻
學
の
分

野
の
專
門
機
關
が
發
行
す
る
年
一
〜
二
回
刊
の
機
關
誌
、
同
分
野
あ
る
い
は
同

分
野
を
含
む
學
會
の
予
稿
集
・
論
文
集
な
ど
で
あ
る
。

※
7　

日
文
書
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
著
者
・
編
者
名
の
五
十
音
順
で
竝
べ
た
。

中
文
書
に
つ
い
て
は
拼
音
の
順
で
竝
べ
、
著
者
名
等
が
重
複
す
る
場
合
は
發
行

月
あ
る
い
は
書
名
の
發
音
の
順
に
竝
べ
た
。
ま
た
前
年
以
前
に
發
行
さ
れ
た
論

著
は
各
分
類
の
冒
頭
に
追
補
す
る
。

※
8　

著
者
・
編
者
が
外
國
籍
（
中
文
書
に
つ
い
て
は
中
國
・
臺
灣
・
香
港
在
住

者
以
外
も
含
む
）
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、﹇　

﹈
で
國
名
を
略
示
し
た
。

二
〇
一
五
年　

古
文
字
學
論
著
目

佐　
　

藤　
　

信　
　

弥



二
〇
一
五
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
四
四

日
文
書

﹇
甲
骨
文
﹈

・
落
合
淳
思
著
『
殷
―
中
國
史
最
古
の
王
朝
』（
中
央
公
論
新
社
、
東
京
、

二
〇
一
五
年
一
月
）

・
高
島
敏
夫
著
『
甲
骨
文
の
誕
生
―
原
論
』（
人
文
書
院
、
京
都
、
二
〇
一
五
年

四
月
）

﹇
金
文
﹈

・
小
林
伸
二
著
『
春
秋
時
代
の
軍
事
と
外
交
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
五

年
二
月
）

・
高
澤
浩
一
編
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
第
四
集
』（
硏
文
出
版
、
東
京
、

二
〇
一
五
年
三
月
）

・
豐
田
久
著
『
周
代
史
の
研
究
―
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
多
樣
性
の
統
合
』（
汲

古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
五
月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
末
永
高
康
著
『
性
善
説
の
誕
生
―
先
秦
儒
家
思
想
史
の
一
斷
面
』（
創
文
社
、

東
京
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
中
村
未
來
著
『
戰
國
秦
漢
簡
牘
の
思
想
史
的
研
究
』（
大
阪
大
學
出
版
會
、大
阪
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
）

﹇
そ
の
他
﹈

・
池
田
雄
一
編
『
漢
代
を
遡
る
奏
𤅊
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・
伊
藤
敏
雄
・
窪
添
慶
文
・
關
尾
史
郎
編
『
湖
南
出
土
簡
牘
と
そ
の
社
會
』（
汲

古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

・
板
垣
明
・
山
元
貴
尚
編
『
二
年
律
令
・
奏
𤅊
書
―
文
字
異
同
と
一
字
索
引
―
』（
汲

古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・
大
形
徹
著
『
馬
王
堆
出
土
文
獻
譯
注
叢
書　

胎
産
書
・
雜
禁
方
・
天
下
至
道
談
・

合
陰
陽
方
・
十
問
』（
東
方
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

・
大
川
裕
子
著
『
中
國
古
代
の
水
利
と
地
域
開
發
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年

六
月
）

・
大
西
克
也
・
大
櫛
敦
弘
著『
馬
王
堆
出
土
文
獻
譯
注
叢
書　

戰
國
縱
橫
家
書
』（
東

方
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
簡
牘
研
究
班
編
『
漢
簡
語
彙
―
中
國
古
代
木
簡
辭

典
』（
岩
波
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

・
鷹
取
祐
司
著
『
秦
漢
官
文
書
の
基
礎
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、

二
〇
一
五
年
三
月
）

・
髙
村
武
幸
著
『
秦
漢
簡
牘
史
料
研
究
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
五
年

一
〇
月
）

・
鶴
間
和
幸
著
『
人
閒
・
始
皇
帝
』（
岩
波
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

・
冨
谷
至
編
『
漢
簡
語
彙
考
證
』（
岩
波
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

・
冨
谷 
至
・
目
黒
杏
子
・
土
口
史
記
著
『
木
簡
と
中
國
古
代
』（
研
文
出
版
、
東
京
、

二
〇
一
五
年
二
月
）

・
藤
田
勝
久
著
『
史
記
秦
漢
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、東
京
、二
〇
一
五
年
二
月
）



一
四
五

漢
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・
籾
山
明
著
『
秦
漢
出
土
文
字
史
料
の
研
究
―
形
態
・
制
度
・
社
會
』（
創
文
社
、

東
京
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
若
江
賢
三
著
『
秦
漢
律
と
文
帝
の
刑
法
改
革
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、

二
〇
一
五
年
三
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

・
柿
沼
陽
平
著
『
中
國
古
代
の
貨
幣
―
お
金
を
め
ぐ
る
人
び
と
と
暮
ら
し
』（
吉

川
弘
文
館
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・
二
松
學
舍
大
學
文
學
部
中
國
文
學
科
編
『
中
國
學
入
門
―
中
國
古
典
を
學
ぶ
た

め
の
一
三
章
』（
勉
誠
出
版
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・
谷
中
信
一
著
『『
老
子
』
經
典
化
過
程
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、

二
〇
一
五
一
二
月
）

﹇
專
門
誌
・
論
文
集
﹈

・
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
硏
究
會
編
『
出
土
文
獻
と
秦
楚
文
化
』
第
八
號
（
日
本

女
子
大
學
文
學
部
谷
中
信
一
研
究
室
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

・
中
國
出
土
資
料
學
會
編
『
中
國
出
土
資
料
硏
究
』
第
一
九
號
（
中
國
出
土
資
料

學
會
、
甲
府
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

中
文
書

﹇
甲
骨
文
﹈

・
陳
晉
編
著
『
龜
甲
文
字
概
論
』（
湖
北
美
術
出
版
社
、武
漢
、二
〇
一
五
年
七
月
）

・
華
強
著
『
殷
商
甲
骨
文
本
訓
』（
黄
山
書
社
、
合
肥
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・
姫
長
明
編
著
『
甲
骨
文
書
法
字
典
』（
文
匯
出
版
社
、上
海
、二
〇
一
五
年
五
月
）

・
蘆
金
峰
著
『
甲
骨
文
與
民
族
傳
統
體
育
因
素
研
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
五
年
八
月
）

・
羅
振
玉
・
羅
福
編
『
殷
虚
書
契
五
種
』（
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・
孟
昭
聯
編
著
『
甲
骨
文
字
匯
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、天
津
、二
〇
一
五
年
九
月
）

・
錢
歡
靑
著
『
從
日
本
人
手
中
奪
囘
的
商
代
甲
骨
―
齊
魯
國
寶
傳
奇
』（
濟
南
出

版
社
、
濟
南
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

・
饒
宗
頤
著
『
殷
代
貞
卜
人
物
通
考
』（
香
港
中
華
書
局
、
香
港
、
二
〇
一
五
年

三
月
）

・
宋
鎭
豪
・
焦
志
勤
・
孫
亞
氷
編
著
『
殷
墟
甲
骨
拾
遺
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
五
年
一
月
）

・
王
進
鋒
著
『
殷
商
史
』（
細
講
中
國
歴
史
叢
書
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
四
年
一
一
月
）

・
王
秀
萍
著
『
考
古
出
土
商
代
樂
器
研
究
』（
蘇
州
大
學
出
版
社
、
蘇
州
、

二
〇
一
五
年
九
月
）

・
王
宇
信
著
『
甲
骨
學
通
論
（
修
訂
本
）』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
八
月
）

・
巫
稱
喜
著
『
殷
商
文
化
傳
播
史
稿
』（
曁
南
大
學
出
版
社
、
廣
州
、
二
〇
一
五

年
九
月
）

・
蕭
春
源
總
監
『
珍
秦
齋
藏
甲
骨
文
』（
澳
門
基
金
會
、澳
門
、二
〇
一
五
年
六
月
）

・
殷
作
斌
著
『
殷
代
史
六
辨
』（
中
國
文
史
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
一
月
）

・
張
文
彬
等
編
『
夏
商
考
古
（
第
二
版
）』（
二
十
世
紀
中
国
文
物
考
古
發
現
與
研

究
叢
書
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
五
月
）



二
〇
一
五
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
四
六

・
張
興
照
著
『
商
代
水
利
研
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五

年
五
月
）

・
周
忠
兵
著
『
卡
内
基
博
物
館
所
藏
甲
骨
研
究
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
八
月
）

﹇
金
文
﹈

・
寶
鷄
靑
銅
器
博
物
院
・
嘉
興
博
物
館
編『
天
下
一
統
―
大
秦
帝
國
文
物
特
展
』（
浙

江
撮
影
出
版
社
、
広
州
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・
曹
瑋
主
編
、張
懋
鎔
・
張
天
恩
等
編
著
『
赫
赫
宗
周
―
陝
西
靑
銅
文
明
巡
禮
』（
三

秦
出
版
社
、
西
安
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
陳
雪
良
著
『
春
秋
史
』（
細
講
中
國
歴
史
叢
書
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
一
月
）

・
陳
昭
容
主
編
『
寶
雞
戴
家
灣
與
石
鼓
山
出
土
商
周
靑
銅
器
』（
中
央
研
究
院
歴

史
語
言
研
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
杜
廼
松
著
『
古
文
字
與
靑
銅
文
明
論
集
』（
故
宮
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五

年
五
月
）

・
方
勤
・
呉
宏
堂
主
編
『
穆
穆
曾
侯
―
棗
陽
郭
家
廟
曾
國
墓
地
』（
文
物
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
國
家
文
物
局
編
『
秦
韻
―
大
堡
子
山
出
土
文
物
精
萃
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
七
月
）

・
郭
妍
利
等
編
『
兩
周
考
古
（
第
二
版
）』（
二
十
世
紀
中
国
文
物
考
古
發
現
與
研

究
叢
書
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
五
月
）

・
湖
南
省
博
物
館
・
上
海
博
物
館
編
『
酌
彼
金
罍
―
皿
方
罍
与
湖
南
出
土
靑
銅
器

精
粹
』（
上
海
書
畫
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
黄
愛
梅
著
『
西
周
史
』（
細
講
中
國
歴
史
叢
書
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
一
月
）

・
梁
詩
正
等
編
『
西
淸
古
鑑
』（
國
家
圖
書
館
出
版
社
、北
京
、二
〇
一
五
年
二
月
）

・
滿
明
輝
主
編
『
靑
銅
時
代
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

・
泉
屋
博
古
館
・
九
州
國
立
博
物
館
﹇
日
﹈
編
、
黄
榮
光
譯
『
泉
屋
透
賞
―
泉
屋

博
古
館
藏
靑
銅
器
透
射
掃
描
解
析
』（
科
學
出
版
社
、北
京
、二
〇
一
五
年
三
月
）

・
山
西
博
物
院
・
寶
鷄
靑
銅
器
博
物
院
編
『
鳳
鳴
岐
山
―
周
原
靑
銅
藝
術
』（
山

西
人
民
出
版
社
、
太
原
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・
上
海
博
物
館
編
『
寶
鷄
六
章
―
靑
銅
器
之
郷
的
考
古
學
敍
述
』（
北
京
大
學
出

版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

・
王
瑞
英
著
『
西
周
金
文
文
字
研
究
』（
新
華
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年

一
二
月
）

・
王
曉
麗
・
楊
遠
新
主
編
『
中
国
靑
銅
器
論
著
索
引
』（
西
北
工
業
大
學
出
版
社
、

西
安
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
王
長
豐
著
『
殷
周
金
文
族
徽
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五

年
八
月
）

・
楊
懷
源
著
『
金
文
複
音
詞
研
究
』（
人
民
出
版
社
、北
京
、二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
閲
是
編
『
吉
金
嘉
会
―
西
泠
印
社
金
石
碑
帖
集
一
』（
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
、

杭
州
、
二
〇
一
五
年
八
月
）

・
閲
是
編
『
吉
金
嘉
会
―
西
泠
印
社
金
石
碑
帖
集
二
』（
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
、

杭
州
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
張
禮
艶
著
『
豐
鎬
地
區
西
周
墓
葬
研
究
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、
北
京
、



一
四
七

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

二
〇
一
五
年
六
月
）

・
中
國
文
化
遺
産
研
究
院
『
陳
簠
齋
彝
器
全
形
拓
精
選
（
一
）』（
文
物
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
五
年
七
月
）

・
鄒
衡
・
譚
維
四
主
編
『
曾
侯
乙
編
鐘
』（
西
苑
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年

七
月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
蔡
麗
利
編
著
『
楚
卜
筮
簡
文
字
編
』（
學
苑
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年

一
〇
月
）

・
曹
峰
著
『
近
年
出
土
黄
老
思
想
文
獻
研
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
四
月
）

・
陳
麗
桂
著
『
近
四
十
年
出
土
簡
帛
文
獻
思
想
研
究
』（
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
八
月
）

・
陳
穎
飛
著
『
楚
官
制
與
世
族
探
研
』（
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
古
史
新
探
研
究
叢
書
、

中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
谷
中
信
一
﹇
日
﹈
著
、
孫
佩
霞
譯
『
先
秦
秦
漢
思
想
史
研
究
』（
上
海
古
籍
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
郭
麗
著
『
簡
帛
文
献
与
《
管
子
》
研
究
』（
方
志
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五

年
九
月
）

・
侯
文
學
・
李
明
麗
著
『
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
《
左
傳
》
敘
事
比
較
研
究
』（
淸

華
簡
《
繫
年
》
與
古
史
新
探
研
究
叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年

一
〇
月
）

・
賈
連
翔
著
『
戰
國
竹
書
形
制
及
相
關
問
題
研
究
―
以
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
爲

中
心
』（
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
古
史
新
探
研
究
叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
李
守
奎
著
『
古
文
字
與
古
史
考
―
淸
華
簡
整
理
研
究
』（
淸
華
簡
《
繫
年
》
與

古
史
新
探
研
究
叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
李
守
奎
・
蕭
攀
著
『
淸
華
簡
《
繫
年
》
文
字
考
釋
與
構
形
研
究
』（
淸
華
簡
《
繫

年
》
與
古
史
新
探
研
究
叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
李
松
儒
著
『
淸
華
簡
《
繫
年
》
集
釋
』（
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
古
史
新
探
研
究

叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
李
松
儒
著
『
戰
國
簡
帛
字
迹
研
究
―
以
上
博
簡
爲
中
心
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
五
年
七
月
）

・
梁
振
傑
著
『
走
近
原
始
儒
家
―
戰
國
楚
簡
儒
家
思
想
研
究
』（
人
民
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

・
劉
光
勝
著
『
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
《
竹
書
紀
年
》
比
較
研
究
』（
淸
華
簡
《
繫
年
》

與
古
史
新
探
研
究
叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
劉
俊
坡
編
著
『
中
国
簡
牘
知
識
辭
典
』（
二
十
一
世
紀
出
版
社
集
團
、
南
昌
、

二
〇
一
五
年
九
月
）

・
劉
志
基
主
編
『
中
國
出
土
簡
帛
文
獻
引
得
綜
録　

包
山
楚
簡
卷
』（
上
海
人
民

出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
五
月
）

・
馬
楠
著
『
淸
華
簡
《
繫
年
》
輯
證
』（
淸
華
簡
《
繫
年
》
與
古
史
新
探
研
究
叢
書
、

中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
駢
宇
騫
著
『
簡
帛
文
獻
綱
要
』（
北
京
大
學
出
版
社
、北
京
、二
〇
一
五
年
五
月
）

・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編
、
李
學
勤
主
編
『
淸
華
大
學
藏
戰
國

竹
簡
（
伍
）』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
四
月
）



二
〇
一
五
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
四
八

・
單
育
辰
著
『
郭
店
《
尊
德
義
》《
成
之
聞
之
》《
六
德
》
三
篇
整
理
與
研
究
』（
科

學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
上
海
書
畫
出
版
社
編
『
楚
簡
書
法
名
品
』（
上
海
書
畫
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
五
月
）

・
王
捷
著
『
包
山
楚
司
法
簡
考
論
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年

一
二
月
）

・
西
山
尚
志
﹇
日
﹈
著
『
古
書
新
辨
―
先
秦
出
土
文
獻
與
傳
世
文
獻
相
對
照
研
究
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
邢
文
著『
楚
簡
書
法
探
論
―
淸
華
簡《
繫
年
》書
法
與
手
稿
文
化
』（
淸
華
簡《
繫

年
》
與
古
史
新
探
研
究
叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
徐
少
華
著
『
簡
帛
文
獻
與
早
期
儒
家
學
説
探
論
』（
商
務
印
書
館
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
五
月
）

・
許
兆
昌
著
『《
繫
年
》・《
春
秋
》・《
竹
書
紀
年
》
的
歴
史
敘
事
』（
淸
華
簡
《
繫
年
》

與
古
史
新
探
研
究
叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
于
凱
著
『
戰
國
史
』（
細
講
中
國
歴
史
叢
書
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
三
月
）

・
鄭
曉
華
編
『
簡
帛
書
實
用
字
典
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年

五
月
）

﹇
そ
の
他
﹈

・
劉
鳳
君
編
著
『
龍
山
骨
刻
文
』（
山
東
畫
報
出
版
社
、濟
南
、二
〇
一
二
年
二
月
）

・
孫
銘
編
著
『
簡
牘
秦
律
分
類
輯
析
』（
西
北
大
學
出
版
社
、
西
安
、
二
〇
一
四

年
一
〇
月
）

・
北
京
大
學
出
土
文
獻
研
究
所
編
『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
（
壹
）』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

・
北
京
大
學
出
土
文
獻
研
究
所
編
『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
（
參
）』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

・
北
京
大
學
出
土
文
獻
研
究
所
編
『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
（
肆
）』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
長
沙
簡
牘
博
物
館
等
編
著
『
長
沙
走
馬
樓
三
國
呉
簡
・
竹
簡
（
捌
）』（
文
物
出

版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
等
編『
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
選
釋
』（
中
西
書
局
、

上
海
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
陳
松
長
主
編
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
（
肆
）』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
甘
肅
簡
牘
博
物
館
等
編
『
肩
水
金
関
漢
簡
（
肆
）』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
黄
文
傑
著
『
秦
漢
文
字
的
整
理
與
研
究
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
簡
牘
整
理
小
組
編
『
居
延
漢
簡
（
貳
）』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
、臺
北
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
梁
靜
著
『
出
土
《
蒼
頡
篇
》
研
究
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年

一
〇
月
）

・
凌
文
超
著
『
走
馬
樓
呉
簡
採
集
簿
書
整
理
與
研
究
』（
広
西
師
範
大
學
出
版
社
、

桂
林
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・
劉
樂
園
著
『
與
天
無
極
―
戰
國
秦
漢
瓦
當
選
釋
』（
北
京
聯
合
出
版
公
司
、北
京
、



一
四
九

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

二
〇
一
五
年
五
月
）

・
馬
繼
興
著
『
中
國
出
土
古
醫
書
考
釋
與
研
究
』（
上
海
科
學
技
術
出
版
社
、上
海
、

二
〇
一
五
年
一
月
） 

・
孫
永
行
編
著
『
齊
國
三
字
刀
百
拓
集
』（
齊
魯
書
社
、濟
南
、二
〇
一
五
年
九
月
）

・
特
日
格
樂
著
『
簡
牘
所
見
漢
匈
關
係
史
料
整
理
與
研
究
』（
北
京
交
通
大
學
出

版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
王
丹
著
『《
漢
簡
》・《
古
文
四
聲
韻
》
新
證
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
蕭
燦
著
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
《
數
》
研
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
五
月
）

・
謝
瑞
東
著
『
張
家
山
漢
簡
法
律
文
獻
與
漢
初
社
会
控
制
』（
社
會
科
學
文
獻
出

版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
五
月
）

・
徐
善
飛
編
『
新
見
秦
漢
篆
文
字
編
』（
學
苑
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年

一
二
月
）

・
楊
振
紅
著
『
出
土
簡
牘
與
秦
漢
社
會
（
續
編
）』（
広
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂

林
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）  

・
張
艷
著
『
帛
書
《
老
子
》
詞
彙
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
九
月
）

・
趙
立
偉
編
『《
尚
書
》
古
文
字
編
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

・
郭
永
秉
著
『
古
文
字
與
古
文
獻
論
集
續
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
八
月
）

・
黄
德
寛
著
『
古
文
字
學
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・
姜
亮
夫
著
『
古
文
字
四
講
』（
華
中
科
技
大
學
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
五
年

一
月
）

・
李
明
曉
著
『
散
見
出
土
先
秦
兩
漢
法
律
文
獻
校
注
』（
西
南
師
範
大
學
出
版
社
、

重
慶
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

・
李
山
著
『
西
周
禮
樂
文
明
的
精
神
建
構
』（
河
北
敎
育
出
版
社
、
石
家
莊
、

二
〇
一
五
年
三
月
）

・
李
學
勤
著
『
夏
商
周
文
明
研
究
』（
商
務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
一
月
）

・
李
學
勤
・
馮
克
堅
主
編
『
漢
字
文
化
之
旅
』（
中
國
文
字
博
物
館
系
列
叢
書
、

中
州
古
籍
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
任
慧
峰
著
『
先
秦
軍
禮
研
究
』（
商
務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
五
月
）

・
唐
蘭
著
、
劉
雨
等
整
理
『
唐
蘭
全
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
王
輝
主
編
、
楊
宗
兵
・
彭
文
等
編
著
『
秦
文
字
編
』（
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
四
月
）

・
王
震
中
著
『
重
建
中
国
上
古
史
的
探
索
』（
雲
南
人
民
出
版
社
、
昆
明
、

二
〇
一
五
年
八
月
）

・
呉
愛
琴
著
『
先
秦
服
飾
制
度
形
成
研
究
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五

年
八
月
）

・
于
豪
亮
著
『
于
豪
亮
學
術
論
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年

一
二
月
）

・
袁
林
著
『
早
期
國
家
政
治
制
度
研
究
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年



二
〇
一
五
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
五
〇

一
月
）

・
張
金
平
著
『
考
古
發
現
與
《
易
》
學
溯
源
研
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
五
年
七
月
）

・
張
培
瑜
著
『
先
秦
秦
漢
歴
法
和
殷
周
年
代
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
八
月
）

・
張
聞
捷
著
『
楚
國
靑
銅
禮
器
制
度
研
究
』（
厦
門
大
學
出
版
社
、
厦
門
、

二
〇
一
五
年
六
月
）

・
張
新
河
・
張
海
寛
著
『
殷
商
元
聖
―
伊
尹
里
籍
・
隱
居
・
事
功
考
實
』（
社
會

科
學
文
獻
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
鄭
福
才
主
編
『
夏
商
西
周
時
期
的
洛
陽
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
鄭
州
、

二
〇
一
五
年
一
月
）

・
中
國
國
家
博
物
館
・
中
國
書
法
家
協
會
編
『
中
國
國
家
博
物
館
典
藏
甲
骨
金
文

集
粹
』（
安
徽
美
術
出
版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

・
中
国
考
古
學
會
編
『
中
國
考
古
學
年
鑑
二
〇
一
四
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
中
國
文
字
博
物
館
編
『
漢
字
與
文
化
中
國
』（
中
國
文
字
博
物
館
系
列
叢
書
、

中
州
古
籍
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

﹇
專
門
誌
・
論
文
集
﹈

・
安
徽
大
學
漢
字
發
展
與
應
用
研
究
中
心
編
『
漢
語
言
文
字
研
究
』
第
一
輯
（
上

海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・
楚
文
化
研
究
會
編
『
楚
文
化
研
究
論
集
』
第
一
一
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上

海
、
二
〇
一
五
年
七
月
）

・
丁
四
新
主
編
『
楚
地
簡
帛
思
想
研
究
』
第
六
輯
（
嶽
麓
書
社
、
長
沙
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
』
第

六
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・
復
旦
大
學
歴
史
系
・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
編
『
簡
帛
文
獻

與
古
代
史
―
第
二
屆
出
土
文
獻
青
年
學
者
國
際
論
壇
論
文
集
』（
中
西
書
局
、

上
海
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・
國
家
文
物
局
主
編
『
二
〇
一
四
中
國
重
要
考
古
發
現
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
五
年
四
月
）

・
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
研
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
研
究
』
第
二
一

輯
（
上
海
書
店
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
八
月
）

・
華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
研
究
與
應
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
研
究
』
第
二
二

輯
（
上
海
書
店
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
李
永
迪
主
編
『
紀
念
殷
墟
發
掘
八
十
週
年
學
術
研
討
會
論
文
集
』（
中
央
研
究

院
歴
史
語
言
研
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
李
永
迪
主
編
『
周
邊
與
中
心
―
殷
墟
時
期
安
陽
及
安
陽
以
外
地
區
的
考
古
發
現

與
研
究
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

・
李
宗
焜
主
編
『
古
文
字
與
古
代
史
』
第
四
輯
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

出
版
品
編
輯
委
員
會
、
臺
北
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編
『
淸
華
簡
研
究
二　
「
淸
華
簡
與
《
詩

經
》
研
究
」
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年

八
月
）

・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編
、
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
六



一
五
一

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

輯
（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編
、
李
學
勤
主
編
『
出
土
文
獻
』
第
七

輯
（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
山
東
大
學
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
東
方
考
古
』
第
一
一
輯
（
科
學
出
版
社
、
北

京
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

・
王
沛
主
編
『
出
土
文
獻
與
法
律
史
研
究
』
第
四
輯
（
上
海
人
民
出
版
社
、上
海
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
王
震
中
等
編
『
夏
商
周
方
國
文
明
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
（
二
〇
一
四
中
國

廣
漢
）』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

・
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
編
『
簡
帛
』
第
一
〇
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、上
海
、

二
〇
一
五
年
五
月
）

・
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
編
『
簡
帛
』
第
一
一
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、上
海
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
西
南
大
學
出
土
文
獻
綜
合
研
究
中
心
・
西
南
大
學
漢
語
言
文
獻
研
究
所
主
編『
出

土
文
獻
献
綜
合
研
究
集
刊
』
第
二
輯
（
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
五
年
一
〇

月
）

・
謝
維
揚
・
趙
爭
主
編
『
出
土
文
獻
與
古
書
成
書
問
題
研
究
―
〝
古
史
史
料
學
研

究
的
新
視
野
研
討
會
〞
論
文
集
』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
延
世
大
學
人
文
學
研
究
院
﹇
韓
﹈・
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心

合
編
『
文
字
與
解
釋
―
學
術
交
流
會
論
文
集
』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
一
月
）

・
楊
振
紅
・

文
玲
主
編
『
簡
帛
研
究
二
〇
一
五
（
春
夏
卷
）』（
広
西
師
範
大
學

出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

・
楊
振
紅
・

文
玲
主
編
『
簡
帛
研
究
二
〇
一
五
（
秋
冬
卷
）』（
広
西
師
範
大
學

出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

・
雍
際
春
・
趙
文
博
・
田
佐
等
主
編
『
秦
文
化
探
研
―
甘
肅
秦
文
化
研
究
會
第
二

次
學
術
研
討
會
論
文
集
』（
甘
肅
人
民
出
版
社
、
蘭
州
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
張
顯
成
主
編
『
簡
帛
語
言
文
字
研
究
』
第
七
輯
（
巴
蜀
書
社
、
成
都
、

二
〇
一
五
年
三
月
）

・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
夏
商
周
考
古
研
究
室
編
『
三
代
考
古
』
第
六
輯

（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
中
國
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
獻
研
究
』
第
一
四
輯
（〝
秦
簡
牘
研
究
國

際
學
術
研
討
會
〞
特
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
中
國
文
字
博
物
館
編
『
第
五
屆
中
國
文
字
發
展
論
壇
論
文
集
』（
中
國
文
字
博

物
館
系
列
叢
書
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
中
國
文
字
博
物
館
編
『
甲
骨
文
論
叢
』（
中
國
文
字
博
物
館
系
列
叢
書
、
中
州

古
籍
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
中
國
文
字
博
物
館
編
『
中
國
文
字
博
物
館
論
文
集
』（
中
國
文
字
博
物
館
系
列

叢
書
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
中
國
文
字
學
會
《
中
国
文
字
學
報
》
編
輯
部
編
『
中
国
文
字
學
報
』
第
六
輯
（
商

務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
五
年
八
月
）

﹇
研
究
動
向
﹈

・
陳
英
傑
主
編
『
容
庚
靑
銅
器
學
』（
學
苑
出
版
社
、北
京
、二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
黄
天
樹
・
沈
培
・
陳
劍
・
郭
永
秉
讀
解
『
中
西
學
術
名
篇
精
讀
三　

裘
錫
圭
卷
』

（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
六
月
）



二
〇
一
五
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
五
二

・
李
學
勤
・
馮
克
堅
主
編
『
中
國
文
字
博
物
館
』（
中
國
文
字
博
物
館
系
列
叢
書
、

中
州
古
籍
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
劉
國
忠
主
編
『
金
石
古
文
字
學
術
典
籍
叢
刊
』（
安
徽
人
民
出
版
、
合
肥
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
香
港
浸
會
大
學
饒
宗
頤
國
學
院
編『
饒
宗
頤
學
術
研
究
論
文
集
』（
中
華
書
局（
香

港
）、
香
港
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

新
公
表
の
出
土
文
獻

﹇
甲
骨
文
﹈

・
朱
旗
「
新
郷
市
博
物
館
館
藏
甲
骨
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
五
年
第
三
期
、鄭
州
）

河
南
省
の
新
郷
市
博
物
館
所
藏
の
甲
骨
文
二
三
二
片
を
紹
介
。
こ
の
う

ち
一
一
片
が
『
甲
骨
文
合
集
』
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、
殘
り
が
未
公
表
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
二
〜
三
文
字
程
度
の
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

﹇
金
文
﹈

①
發
掘
器
銘

・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
隨
州
市
博
物
館
「
湖
北
隨
州
文
峰
塔
墓
地
M
四
發

掘
簡
報
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
五
年
第
一
期
、
武
漢
）

湖
北
隨
州
文
峰
塔
曾
國
墓
地
四
號
墓
よ
り
出
土
し
た
、
春
秋
晩
期
甬
鐘
一

件
を
紹
介
。「
左
右
楚
王
」
と
い
う
句
が
見
え
、
曾
（
隨
）
國
と
楚
國
と
の

關
係
を
示
す
史
料
と
な
る
が
、
複
数
件
か
ら
成
る
甬
鐘
の
一
件
の
み
が
殘
存

し
た
よ
う
で
、
本
鐘
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
銘
文
の
一
部
分
に
す
ぎ
ず
、
ま

た
本
鐘
に
も
文
字
の
缺
損
が
見
え
る
。
本
號
掲
載
の
笠
川
直
樹
「
全
文
通
解　

曾
侯
與
鐘
」
の
ｄ
項
を
參
照
。

・
方
勤
・
呉
宏
堂
主
編
『
穆
穆
曾
侯
―
棗
陽
郭
家
廟
曾
國
墓
地
』（
文
物
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

西
周
晩
期
か
ら
春
秋
早
期
に
か
け
て
の
湖
北
棗
陽
郭
家
廟
曾
國
墓
地
の
郭

家
廟
墓
區
・
曹
門
灣
墓
區
か
ら
出
土
し
た
器
銘
を
中
心
に
紹
介
。
曾
伯
陭
鉞
・

曾
子
澤
鼎
と
い
っ
た
曾
國
貴
族
の
器
の
ほ
か
、
衞
伯
須
鼎
・
幻
伯
隹
壺
な
ど

他
國
の
器
も
見
え
る
。
銘
文
は
い
ず
れ
も
短
銘
。
ま
た
上
記
湖
北
隨
州
文
峰

塔
曾
國
墓
地
四
號
墓
よ
り
出
土
の
「
左
右
楚
王
」
拓
本
一
片
も
掲
載
。

・
方
勤
・
胡
剛
「
棗
陽
郭
家
廟
曾
國
墓
地
曹
門
灣
墓
區
考
古
主
要
收
穫
」（『
江
漢

考
古
』
二
〇
一
五
年
第
三
期
、
武
漢
）

上
記
湖
北
棗
陽
郭
家
廟
曾
國
墓
地
の
う
ち
、
曹
門
灣
墓
區
か
ら
出
土
し
た

器
銘
を
紹
介
。
上
記
『
穆
穆
曾
侯
』
に
本
文
の
み
轉
載
さ
れ
て
い
る
。

・
河
南
省
文
物
考
古
研
究
院
・
平
頂
山
市
文
物
管
理
局
・
河
南
大
學
歴
史
文
化
學

院
「
河
南
平
頂
山
應
國
墓
地
M
二
五
七
發
掘
簡
報
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
五

年
第
三
期
、
鄭
州
）

・
李
鵬
輝
「
平
頂
山
應
國
墓
地
M
二
五
七
出
土
銅
簋
銘
文
補
釋
」（
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
九
日
、http://

w
w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/Show

/2606

）

河
南
平
頂
山
應
國
墓
地
よ
り
出
土
し
た
西
周
中
期
晩
段
の
器
銘
柯
史
簋
二

件
を
紹
介
。

・
南
陽
市
文
物
考
古
研
究
所
・
南
陽
知
府
衙
門
博
物
館
「
河
南
南
陽
市
華
鑫
苑
小

區
M
一
二
四
發
掘
簡
報
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
五
年
第
三
期
、
鄭
州
）

春
秋
晩
期
早
段
の
貴
族
墓
よ
り
出
土
し
た
戈
銘
を
紹
介
。
銘
文
は
「
君
臣
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止
用
戈
」
と
五
文
字
の
み
。

・
荊
州
博
物
館
「
湖
北
荊
州
曹
家
山
一
號
楚
墓
發
掘
簡
報
」（『
江
漢
考
古
』

二
〇
一
五
年
第
五
期
、
武
漢
）

・
楊
開
勇
「〝
越
王
不
光
劍
〞
芻
議
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
五
年
第
五
期
、武
漢
）

戰
國
中
期
晩
段
の
楚
の
貴
族
墓
と
見
ら
れ
る
湖
北
荊
州
曹
家
山
一
號
墓
か

ら
出
土
し
た
越
王
不
光
劍
を
紹
介
。
越
王
不
光
は
傳
世
文
獻
の
越
王
翳
に
比

定
。

②
非
發
掘
器
銘

・
中
國
國
家
博
物
館
・
中
國
書
法
家
協
會
編
『
中
國
國
家
博
物
館
典
藏
甲
骨
金
文

集
粹
』（
安
徽
美
術
出
版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

中
國
國
家
博
物
館
の
館
藏
品
の
圖
録
で
、
從
來
未
著
録
で
あ
っ
た
器
銘
が

含
ま
れ
る
。比
較
的
長
文
で
重
要
な
内
容
の
も
の
と
し
て
は
、「
廿
年
又
四
年
、

在
八
月
既
望
丁
巳
」
の
紀
年
を
持
つ
西
周
中
期
の
典
簋
、
西
周
中
期
の
册
命

金
文
召
簋
、
西
周
中
晩
期
の
應
侯
に
よ
る
任
命
を
記
し
た

簋
、
春
秋
期
の

「
鄭
武
公
之
孫
、
楚
王
之
士
」
の
作
器
で
「
受
命
于
天
」
の
句
が
見
え
る
封

子
楚
簠
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
封
子
楚
簠
に
つ
い
て
は
以
下
の
三
つ
の
考

釋
も
發
表
さ
れ
て
い
る
。

・
謝
雨
田
「
封
子
楚
簠
小
考
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站

二
〇
一
六
年
一
月
一
三
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/

Show
/2724

）

・
黄
錦
前
「
鄭
人
金
文
兩
種
讀
釋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心

網
站
二
〇
一
六
年
一
月
一
四
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/

Show
/2725

）

・
張
崇
禮
「
封
子
楚
簠
銘
文
補
釋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心

網
站
二
〇
一
六
年
一
月
一
五
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/

Show
/2728

）

・
楡
林
市
文
物
保
護
研
究
所
「
陝
西
子
洲
出
土
商
代
銅
器
」（『
文
物
』
二
〇
一
五

年
第
一
期
、
北
京
）

陝
西
省
子
洲
縣
裴
家
灣
鎭
關
王
岔
村
で
工
事
中
に
發
見
さ
れ
、
村
民
と
工

事
關
係
者
に
持
ち
去
ら
れ
た
後
、
現
地
當
局
に
よ
っ
て
囘
收
さ
れ
た
靑
銅
器

六
件
を
紹
介
。
う
ち
鼎
一
件
に
人
形
の
族
徽
が
見
え
る
。

・
曹
錦
炎
「
曾
子
戈
小
議
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
五
年
第
一
期
、
武
漢
）

曾
子
南
戈
な
ど
、
春
秋
中
期
偏
晩
の
時
期
の
青
銅
戈
四
件
を
紹
介
。

・
李
學
勤
「
胡
應
姫
鼎
試
釋
」（『
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
』
第
六
輯
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・
呉
雪
飛
「
胡
應
姫
鼎
〝
玄
布
二
匹
〞
補
證
」（
簡
帛
網
二
〇
一
五
年
一
二
月

一
六
日
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=

2395

）

銘
文
冒
頭
に
「
唯
昭
王
伐
楚
荊
」
と
あ
り
、
昭
王
が
自
ら
南
征
し
た
こ
と

を
示
す
史
料
と
な
る
。
呉
雪
飛
が
こ
の
銘
文
の
寫
眞
を
掲
載
。

・
朱
鳳
瀚
「
新
見
商
金
文
考
釋
（
二
篇
）」（『
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
』
第
六
輯
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・
李
學
勤
「
論
陶
觥
及
所
記
史
事
」（『
出
土
文
獻
』
第
七
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

朱
鳳
瀚
は
殷
金
文
二
銘
を
掲
載
。
う
ち
뎮
尊
は
前
號
で
紹
介
濟
み
。
殘
る

陶
觥
は
殷
末
の
器
で
、
計
四
〇
文
字
と
、
뎮
尊
と
同
じ
く
殷
金
文
と
し
て
は



二
〇
一
五
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
五
四

長
銘
。
臣
下
へ
の
賞
賜
に
つ
い
て
記
し
、末
尾
近
く
に
「
隹
王
口
（
廿
）
嗣
」

と
あ
る
。
李
學
勤
は
陶
觥
の
專
論
。

・
曹
錦
炎
「
新
見
攻
뮗
王
姑
癹
皮
難
劍
銘
文
及
其
相
關
問
題
」（『
出
土
文
獻
與
古

文
字
研
究
』
第
六
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

・
程
義
・
張
軍
政
「
蘇
州
博
物
館
入
藏
呉
王
餘
昧
劍
初
探
」（『
文
物
』
二
〇
一
五

年
第
九
期
、
北
京
）

春
秋
期
の
劍
。
銘
文
の
字
數
は
七
五
字
で
、
武
器
銘
と
し
て
は
比
較
的
長

銘
。
作
器
者
は
傳
世
文
獻
の
呉
王
餘
昧
と
す
る
。
銘
文
は
呉
國
の
關
わ
っ
た

三
度
の
戰
い
に
つ
い
て
記
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
傳
世
文
獻
に
よ
り
照
合
が
可
能
。

程
義
・
張
軍
政
も
曹
錦
炎
と
同
じ
器
銘
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
曹
錦
炎
は
私

人
の
所
藏
と
す
る
一
方
で
、
程
義
・
張
軍
政
は
蘇
州
博
物
館
の
入
藏
品
で
あ

る
と
し
、
兩
者
が
同
銘
同
器
な
の
か
同
銘
異
器
な
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
し

て
い
な
い
。
た
だ
、
銘
文
の
寫
眞
・
拓
本
を
照
合
す
る
と
、
同
銘
同
器
の
よ

う
で
あ
る
。

・
周

・
梁
超
「
湖
北
谷
城
尖
角
墓
地
出
土
重
要
文
物
」（『
江
漢
考
古
』

二
〇
一
五
年
第
三
期
、
武
漢
）

・
田
成
方
「
新
見

子
曾
壺
考
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
五
年
第
三
期
、
武
漢
）

湖
北
谷
城
尖
角
墓
地
か
ら
盗
掘
さ
れ
、
現
地
當
局
に
よ
っ
て
囘
收
さ
れ
た

戰
國
期
の
楚
國
貴
族
の
器
銘

子
曾
壺
三
件
を
紹
介
。
銘
文
は
計
八
字
と
短

銘
。
田
成
方
は
こ
れ
を
楚
の

氏
の
も
の
と
し
、

子
曾
壺
と
稱
す
る
。

・
李
寶
才
「
法
國
伯
希
和
舊
藏
西
漢
鳥
蟲
書
銅
壺
」（『
文
物
』
二
〇
一
五
年
第

一
一
期
、
北
京
）

・
曹
錦
炎
「
法
國
伯
希
和
舊
藏
西
漢
鳥
蟲
書
銅
壺
銘
文
研
究
」（『
文
物
』

二
〇
一
五
年
第
一
一
期
、
北
京
）

フ
ラ
ン
ス
で
發
見
さ
れ
た
、
ペ
リ
オ
舊
藏
と
さ
れ
る
前
漢
の
銅
壺
銘
を
紹

介
。

・
李
學
勤
「
試
説
新
出
現
的
胡
國
方
鼎
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
五
年
第
六
期
、

武
漢
）西

周
早
期
の
器
銘
を
紹
介
。「
公
」
が
「
南
國
」
に
「
省
」
し
た
こ
と
を

記
し
、「
漢
」
や
「

」
と
い
っ
た
地
名
が
見
え
る
。
た
だ
し
器
影
や
銘
文

の
寫
眞
・
拓
本
は
掲
載
し
な
い
。
そ
の
後
呉
鎭
烽
編
著
『
商
周
靑
銅
器
銘
文

暨
圖
像
集
成
續
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
六
年
九
月
）

0213

に
著
録
さ
れ
、
器
影
及
び
銘
文
の
寫
眞
・
拓
本
も
掲
載
さ
れ
た
。

・
呉
鎭
烽
「《
異
好
簋
銘
文
小
考
》
補
正
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究

中
心
網
站
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
二
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/

W
eb/Show

/2691

）

・
董
珊
「
異
好
簋
銘
小
箋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
三
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/

Show
/2695

）

・
陳
治
軍
「
異
好
簋
銘
文
補
釋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網

站
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
五
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/

Show
/2698

）

・
張
崇
禮
「
異
好
簋
銘
文
考
釋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網

站
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
七
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/

Show
/2702

）

い
ず
れ
も
饒
宗
頤
先
生
百
歳
華
誕
國
際
學
術
研
討
會
で
發
表
さ
れ
た
曹
錦
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炎
の
「
異
好
簋
銘
文
小
考
」
を
承
け
た
も
の
で
、
西
周
早
期
前
段
の
異
好
盂

を
紹
介
。
呉
鎭
烽
の
文
章
に
器
影
・
銘
文
寫
眞
を
掲
載
。
董
珊
に
よ
れ
ば
、

銘
文
の
主
題
は
ど
う
い
っ
た
場
合
に
靑
銅
器
を
作
成
す
る
の
か
と
い
う
原
則

を
述
べ
た
も
の
で
、
や
や
特
異
な
内
容
と
な
る
。

﹇
竹
簡
﹈

①
嶽
麓
秦
簡
（
肆
）

・
周
海
鋒
「《
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
（
肆
）》
的
内
容
與
價
値
」（『
文
物
』
二
〇
一
五

年
第
九
期
、
北
京
）

・
陳
松
長
「
嶽
麓
秦
簡
中
的
兩
條
秦
二
世
時
期
令
文
」（『
文
物
』
二
〇
一
五
年
第

九
期
、
北
京
）

（
以
上
、『
文
物
』
二
〇
一
五
年
第
九
期
、
北
京
）

・
陳
松
長
「《
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
（
肆
）》
概
述
」

・
李
洪
財
「
嶽
麓
秦
簡
（
肆
）
中
的
紀
年
問
題
」

（
以
上
、
中
國
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
獻
研
究
』
第
一
四
輯
〝
秦
簡

牘
研
究
國
際
學
術
研
討
會
〞
特
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

い
ず
れ
も
陳
松
長
主
編
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
（
肆
）』（
上
海
辭
書
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）
所
收
の
文
獻
の
紹
介
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
利

用
し
た
研
究
。

②
北
大
秦
簡

・
朱
鳳
瀚
「
北
大
藏
秦
簡
《
敎
女
》
初
識
」

・
李
零
「
北
大
藏
秦
簡
《
酒
令
》」

・
辛
德
勇
「
北
大
藏
秦
水
陸
里
程
簡
册
與
戰
國
以
迄
秦
末
的
陽
曁
陽
城
問
題
」

・
韓
巍
「
北
大
藏
秦
簡
《
魯
久
次
問
數
于
陳
起
初
讀
》

・
田
天
「
北
大
藏
秦
簡
《
祠
祝
之
道
》
初
探
」

・
劉
麗
「
北
大
藏
秦
簡
《
制
衣
》
簡
介
」

（
以
上
、『
北
京
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
五
年
第
二
期
）

・
朱
鳳
瀚
「
三
種
〝
爲
吏
之
道
〞
題
材
之
秦
簡
部
分
簡
文
對
讀
」

・
陳
侃
理
「
北
京
大
學
藏
秦
代
傭
作
文
書
初
釋
」

・
田
天
「
北
大
藏
秦
簡
《
雜
祝
方
》
簡
介
」

・
劉
麗
「
淺
談
上
古
服
裝
的
斜
裁
法
」

・
何
晉
「
秦
簡
質
日
小
識
」

（
以
上
、
中
國
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
獻
研
究
』
第
一
四
輯
〝
秦
簡

牘
研
究
國
際
學
術
研
討
會
〞
特
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

北
京
大
學
藏
秦
簡
の
諸
篇
の
紹
介
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
利
用
し
た
研
究
。

『
出
土
文
獻
研
究
』
第
一
四
輯
卷
頭
に
は
北
京
大
學
藏
秦
簡
の
圖
版
を
掲
載
。

③
そ
の
他

・
羅
運
濱
・
史
德
勇
・
凡
國
棟
「
湖
北
隨
州
周
家
寨
小
區
墓
地
二
〇
一
四
年
發
掘

簡
報
」（
國
家
文
物
局
主
編
『
二
〇
一
四
中
國
重
要
考
古
發
現
』、文
物
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

湖
北
隨
州
周
家
寨
小
區
墓
地
前
漢
墓
八
號
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
簡『
日
書
』

と
木
牘
『
告
地
書
』
を
紹
介
。『
日
書
』
は
孔
家
坡
八
號
墓
出
土
の
『
日
書
』

と
年
代
・
内
容
が
近
い
と
す
る
。

・
武
漢
市
文
物
考
古
研
究
所
・
武
漢
大
學
歴
史
學
院
簡
帛
研
究
中
心
「
湖
北
武
漢



二
〇
一
五
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
五
六

丁
家
咀
M
一
・
M
二
出
土
戰
國
竹
簡
」（『
文
物
』
二
〇
一
五
年
第
六
期
、
北
京
）

戰
國
中
晩
期
の
丁
家
咀
一
號
墓
・
二
號
墓
よ
り
出
土
し
た
楚
簡
の
概
要
を

紹
介
。
内
容
は
卜
筮
祭
禱
簡
と
遣
册
。

﹇
そ
の
他
﹈

①
江
西
南
昌
海
昏
侯
墓
出
土
文
物

・

「
南
昌
西
漢
墓
漆
器
銘
〝
丹
革
醜
〞
蠡
測
」（
簡
帛
網
二
〇
一
五
年
一
一

月
六
日
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=

2341

）

・
任
和
合
・
恩
子
健
「
海
昏
侯
墓
出
土
清
白
鏡
銘
文
初
考
」（
復
旦
大
學
出
土
文

獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
七
日
、http://w

w
w
.

gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/Show
/2643

）

・
張
今
「
南
昌
海
昏
侯
墓
出
土
瑟
禁
漆
銘
簡
釋
」（
簡
帛
網
二
〇
一
五
年
一
一
月

二
五
日
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=

2376

）

・
熊
長
雲
「
海
昏
侯
墓
〝
大
劉
記
印
〞
小
考
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字

研
究
中
心
網
站
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
八
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.

edu.cn/W
eb/Show

/2682

、
原
載
『
中
國
文
物
報
』
二
〇
一
五
年
一
二
月

一
八
日
第
六
版
）

・
王
楚
寧
「
海
昏
侯
墓
孔
子
屏
風
淺
釋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究

中
心
網
站
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
三
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/

W
eb/Show

/2694

）

江
西
省
南
昌
市
で
の
前
漢
海
昏
侯
（
昌
邑
王
劉
賀
）
墓
の
發
掘
を
承
け
て

出
土
品
が
個
別
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

と
張
今
は
漆
器
の
銘
文
に
つ
い

て
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
昌
邑
九
年
」「
昌
邑
七
年
」
の
紀
年
が
見
え
る
と

す
る
。
任
和
合
・
恩
子
健
は
銅
鏡
の
銘
文
に
つ
い
て
紹
介
。
熊
長
雲
は
「
大

劉
記
印
」
の
銘
を
有
す
る
玉
印
に
つ
い
て
紹
介
。
王
楚
寧
は
、
孔
子
の
圖
像

と
孔
子
の
生
涯
に
關
す
る
文
章
が
書
か
れ
た
屏
風
を
紹
介
。
孔
子
の
生
涯
に

つ
い
て
は
、
孔
子
の
生
年
な
ど
傳
世
文
獻
と
齟
齬
す
る
所
が
あ
る
と
す
る
。

こ
の
屏
風
は
後
に
實
は
鏡
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
總
字
數
も
二
千
字
以

上
で
あ
り
、
内
容
は
孔
子
の
弟
子
の
生
涯
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。
海
昏

侯
墓
か
ら
は
他
に
『
論
語
』
知
道
篇
と
さ
れ
る
竹
簡
な
ど
も
發
見
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
號
の
本
欄
で
紹
介
し
た
い
。

②
そ
の
他

・
鄭
州
市
文
物
考
古
研
究
院
「
河
南
新
鄭
市
寺
東
高
遺
址
周
代
遺
存
發
掘
簡
報
」

（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
五
年
第
五
期
、
鄭
州
）

圃
田
澤
の
南
縁
に
位
置
す
る
西
周
晩
期
か
ら
戰
國
期
に
か
け
て
の
遺
跡
、

寺
東
高
遺
址
よ
り
出
土
し
た
陶
器
の
刻
畫
符
號
一
八
片
を
紹
介
。
陶
器
工
房

の
職
人
に
よ
る
標
識
で
は
な
い
か
と
す
る
。

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）


